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1．は じめ に

　 人が あ る空間に入 っ た瞬間、室内の物体等の 初期

視覚情報を得る こ とによ っ て 大脳 内に形 成され るそ

の 空間に対する認識 を認識視空間と呼ぶ 。認識視空

間の うち照明に関わ る性質 に は明る さサイ ズ
12）

、色

な どがあ り、それぞれ認 識 され た空間 の 明るさ 、 認

識された照明の 色を示す。そ して 認識視空間が形成

された後は、室内の 物体は認識視空 間に照 らして判

断 され る。例 えば照明 を赤色に 変化させ る と室 内の

物体表面は赤 み がか っ て 見えるが、人は物自体の 色

が変わ っ たとは感 じな い 。こ れ は色の 見え の 変化 を

照 明 の 変化 に よる も の と認識 し、赤 色の 認識視空間

が 形成された ため で ある 。

一
方、照明 が変化 して も

物 体の 色度が不 変の 場合、そ の 物体の 色の 見えは認

識 視空間 の 色によ っ て 変化する と考え られ る。本研

究 は照 明光 の 色の 変化 に従 っ て 認識視空間の 色 が移

動する こ とを、色度不変の 白色の 色判定をす る こ と

に よ り示す。

2． 実験 1

2．1． 実験

　実験 装置 を側面か ら見た 概略 を図1に示す．観察

室 は実際の 部屋 を模 してお り、天井 に設置され た 4

色の 蛍 光灯 FL
互
によ り照明の 色が変え られ る。被験

者は正 面の 壁中央の 直径6cm （視角 2．3 °

）の 円形

の開 口A を通 して 、プ ロ ジ ェ クタ
ーPで 白色 に 照 ら

され た スク リ
ー

ンS を観察 し、色判定 を行う ことに

なる 。図2に示 す通 り、被験者 には壁に 円形の テス

ト刺激が張 り付い て い るよ うに 見える 。ス クリ
ー

ン

は観察室の 照明の影響を受けない の で 、部屋の 照明

条件に 関わ らず常に 白色 で ある。テ ス ト刺激の 輝度

は 10cd／M2 で 、背景の壁の 輝度と ほぼ等 し い。照 明

色条件は 8種類 を用 い る。図3に各照明の 色度 を小 さ

い ・で 、テ ス ト刺激の色度を × で示す 。 照度 はど の

条件 の 場合 も約 1001x一定で ある。各照明条件 ごと

に4分間の 順応の 後、円刺激の 色判定 をカラ
ーネー

ミ ン グ法によ っ て行 う。すなわ ち 100 を色み とそ れ

以外 に分け、そ の 後色み に つ い て 100をRYGB の 4つ

の ユ ニ
ー

ク色に 配分する。各照明色 条件にお ける判

定をラ ンダムな順番で 行 い 1セ ッ シ ョ ン とする e 合

計 10セ ッ シ ョ ン行 う 。 被験者は 5人 で 、全員色覚正

常で ある。
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図1実験装置側面図
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図2被験者側か ら見 た図
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図 3各照度条件 と

　　テ ス ト刺激 の 色度

2。2 実験 1の結果 と考察

　被験者YM の カラ
ー

ネ
ー

ミ ン グの 平均値 を NCS 表

色系の 色相環上 に プロ ッ トした も の を図 4に示す。

数字の 付い た白抜きの シ ン ボル は各照明 条件 に対 す

る結 果で あ り、2条件ず つ 4つ の 図に分けて 示 して あ

る 。小 さ い 黒塗 りの シ ンボルは 各照明条件の 色 を示

す。こ の 点は以下 の 手順で 求めた。部屋 を真 っ 暗 に

した状態で開口 とス クリーン の 間に グレ
ーパ ネル を

置き 、FL
，
を各照明条件で 点灯する 。 被験者は グ レ

ー
パネル か ら反 射 した照 明 の 色を開 口 を通し て 観察

し、カ ラ
ーネーミ ングを行 っ た。各被験者につ き10

回 の 判定の 平均 を照明の 色 と して プ ロ ッ トした。実

際に は全く変化 して い な い テ ス ト刺激の 色の 見えが
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各照明条件によ っ て 大き く変化 して いる。各条件 と

もに、テ ス ト刺激の 色知覚は照明の 色の 反対色方向

に シフ トして い る。被験者の 内観報告による とテ ス

ト刺激の 色は照明を変えた 瞬間に変化した 。そ の 後

色みが徐々 に増し見えは安定 した。

　 本結果は 照明色の 変化 に伴い認識視空間の 色が 変

化 したため 、 その 認識視空間の 色に 基づ い て決定さ

れたテ ス ト刺激の色知覚が変化した ことを示す。
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図4 実験 1の カ ラ
ー

ネ
ー

ミ ン グ結果。被験者YM 。

3． 実験 2

　実験 1にお い て 、テ ス ト刺激の 輝度 は低 く物体色

に見えて い た。つ まりそ の 部屋 の 照 明下 にあ る反射

物体と して知覚 され て い たた め、認 識視空間の 色の

変化に したが っ て色知 覚は大き く変化した 。 しか し

自 ら発光 して いる物体の 場合は、色知覚は周囲の 照

明 の 色 に影 響を受 けない と考 え られ る。実験 2で

は、テ ス ト刺激の 明る さを様々 に 変えた場合の 照明

色の変化に 伴う色知覚の 変化を調べ る。テ ス ト刺激

の 色の 見 えは 、テ ス ト刺激の 明る さが 認識視空間の

明 る さサイズ内にあ る物体色の 場合に の み認識視空

間の色 によ っ て 変化 し、テ ス ト刺激が明 るさサ イズ

を飛び出 して い る光源色の 場合は、認識視空間の 色

に関わ らず本来 の 白色の まま変化 しな い と予測され

る。

3．1． 実験

　実験装置 、 手順等 は実験 1と同じで あ る。た だし

照明色条件 1，3，6の みに つ い て 行 っ た。テ ス ト刺激

の 輝度 は4，8，19，40，80，800cd ／m2 の 6段階で ある。

照明色条件3つ とテス ト刺激の 明るさ 6段階の 各組合

せ を ラン ダムな順 番 で 行い 1セ ッ シ ョ ン と した 。 各

被験者は合計10セ ッ シ ョ ンずつ 行 っ た。

3．2， 実験2の 結果 と考察

　 NCS 表色系の 色相環上 にプ ロ ッ トした被験者YM
の 平 均結果を図5に示す 。 ○，△ ，ロ の シ ンボルはそれ

ぞれ照明条件1，3，6を示す。各条件 とも最 も色み 100
に近い 点が4cd／M2 の 結果で ある e 輝度が上 が るに

従 っ て 中心に 近づい て い き、色み 0に 最 も近い 点が

800cd ／M2 の 結果で ある 。 テ ス ト刺激の 輝度が上 が

る と色み が明 らかに減少して い る。テス ト刺激の輝

度 と色み判定 の 関係 を図 6に示す。横軸 がテス ト刺

激の 輝度、縦軸が 被験 者の 判定 した色み で ある。

○，△，□はそれ ぞれ照明条件 1，3，6の結果を示す。テ

ス ト刺激が 4cd／M2 と8cd／m2 の 場合の 結果の 差は小

さ く共 に 色み が強 い が、そ の 後大き く色みが減少 し

て いる。こ れ はテ ス ト刺激が 19cd ／M2 以上の場合、

そ の 空間内の物体に して は不 自然に明 る い 、つ ま り

認識視空間の 明るさサイ ズの 外に飛び出 して いる と

い う被験者 の 内観報告 と
一

致 して い る 。こ れ らの 結

果よ り、物体表面 の 色 の 見 えは 、物体色の 場合は認

識視空間の 色に基づ い て決定されるが、光源色の 場

合は認識視空間の 色に は ほ とん ど影 響 を受 けな い こ

とが示された 。
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図 5 実験2の カラ
ー

ネ
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ミ ン グ結果 e 被験者YM 。

　 　 　 100

　　§銘

　　島；1
　 　 　 　 0

　 　 　 　 　 1　　　　 10　　　 100　　　 1 

　 　　 　　 テ ス ト刺激 の 輝 度 （cd ／cm2 ）

図6テ ス ト刺激の輝度 と色み判定の 関係。YM 。
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